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東日本大震災では、避難所などにおいて女性特有のニーズやプライバシーに

配慮した運営が十分になされていないなど、「女性の視点」から色々な課題が各

地で浮き彫りになりました。 

 こうした状況から、船橋市では、女性の視点で船橋の防災や減災についての

検討を行い、防災対策に活かして行くことを目的に「防災女性モニター」を平

成２６年８月に設置し、今年度で６年目となりました。 

今回、私たちは、「熊本地震 熊本市女性職員５０の証言集」を手にしたこと

がきっかけで、熊本市役所の女性職員が、発災当初から献身的な活躍をし、女

性ならではのネットワークを生かし業務を遂行した一方で、育児や介護などの

悩みを抱えながら災害対応にあたっていたことを知り、働く女性をとりまく防

災対策がなおざりになっていることに気づきました。 

 

そこで、「働く女性の災害時の対応とまわりの協力体制」をテーマとし、「一

人ひとりの備え」と「事業所の協力体制」について、女性の視点で考えた防災

チェックシートを作成することといたしました。 

今回作成したチェックシートが、事業所の防災対策に反映されることを期待

するとともに、働く女性だけでなく、育児や介護を担いながら働く男性にもご

活用いただき、自分と家族の命を守る一助になることを切に願っております。 

 

 

 

 

 

1.はじめに 
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氏 名 自 己 紹 介 

滝口 惠子 

公益社団法人 千葉県看護協会 (推薦) 

医療法人弘仁会板倉病院にて看護部長として勤務し、船橋地区部

会において、船橋市総合防災訓練の役員として従事した経験を有

する。 

中島 みゆき 

船橋市消防団 (推薦) 

消防団員として、火災予防活動や応急救護者普及啓発活動、及び

災害時における後方支援を行っている。 

花島 京子 

船橋市赤十字奉仕団 (推薦) 

救急法・幼児安全法・健康生活支援の指導員の資格を有しており、

団員への啓発を行っている。  

杉澤 杏菜 

社会福祉法人 船橋市社会福祉協議会 (推薦) 

平成 30年 9月に千葉県社会福祉協議会の要請に基づき、派遣職員

として広島県安芸郡坂町での災害ボランティアセンター運営支援

業務の経験を有する。 

須藤 成美 

船橋市ＰＴＡ連合会 (推薦) 

平成 23～26年度の間、市立法典西小学校ＰＴＡ会長として活躍し、

平成 26～30年度、令和元年度には船橋市ＰＴＡ連合会本部で従事

している。                                    

伊藤 正美 

一般公募 

総合防災訓練への参加や、家庭内で食糧や簡易トイレなどを備蓄

するなど、災害への備えを行っている。 

平山 優子 

災害救援ボランティア推進委員会 (推薦) 

消防が実施する救命講習、救急フェアなどで指導員として活動。                                     

「女性の視点で考える防災」をテーマに、地域に普及するための

活動や、男女共同参画センターで講座「男女共同参画の視点で考

える避難所運営」で講演を担当している。 

八木 毬衣 

船橋市 職員課保健室 

平成 28年 5月 27日～31日 熊本地震の被災地となった熊本県菊

池郡大津町の避難所及び家庭訪問等を行い、保健指導の経験を有

する。 

 

 

 

 

２.メンバー名簿 

簿 



- 3 - 

 

 

 

 

活動項目 日時 議題・内容 

第１回 

モニター会議 

7月 9日（火） 

13時 00分～17時 15分 

市役所 9階 災害対策本部室 

・委嘱状交付 

・防災講話 

・活動内容等の説明 

・検討テーマ選定 

第４０回九都

県市合同防災

訓練（避難所運

営訓練） 

8月 25日（日） 

9時 00分～12時 00分 

会場 

市立船橋中学校 

避難所の開設・運営訓練や備蓄資機

材の取扱い訓練などを通じて、市防

災対策への理解 

第２回 

モニター会議 

9月 13日（金） 

13時 30分～15時 30分 

市役所 9階 災害対策本部室 

・第 40回九都県市合同防災訓練の意

見交換 

・検討テーマの方向性検討 

第３回 

モニター会議 

11月 29日（金） 

13時 30分～15時 30分 

市役所 9階 災害対策本部室 

・検討テーマの内容検討 

第４回 

モニター会議 

1月 17日（金） 

13時 30分～15時 30分 

市役所 9階 災害対策本部室 

・検討テーマの内容検討 

・防災フェアの内容検討 

防災フェア 

ふなばし 

2月 1日（土） 

9時 00分～13時 00分 

市民文化ホール 

市防災対策への理解 

・市民への女性モニター活動報告 

・自助に関する啓発活動 

第５回 

モニター会議 

2月 21日（金） 

13時 30分～15時 30分 

市役所 9階 災害対策本部室 

・検討テーマの内容確定 

・市長報告会の内容検討 

 

 

 

 

 

 

 

３.活動概要 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．検討テーマの選定 

・災害救援ボランティア推進委員会の平山氏より提案 

働く女性に着眼点を置いた『働く女性の災害時の対応とまわりの協力体制』 

・モニター（欠席者を除く）の賛同を得られたため、今年度のテーマとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．第 40 回九都県市合同防災訓練（8/25 避難所運営訓練）へ参加した感想  

滝口 惠子（公益社団法人 千葉県看護協会） 

＜気づいた点＞ 

 ●多職種（ボランティアを含め）の方の協力と、参加者も子供から高齢者、

車いす利用者、障害者の方等、参加者の多い訓練でした。それだけ地域の

方が防災に対して高い意識を持っていると感じました。船橋中学校の周辺

の地域の方が対象でしょうか。各、町内会を中心とした訓練が必要ではな

いかと思いました。地区の各々が防災に対して同じ様な認識を持つ必要が

４.活動状況 
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あると思いました。地域の旗をもって避難所に参加していることは、その

地域の目印となり安心する一案だと思いました。地域ごとに地域旗を作る

ことを推進してほしいと思いました。 

＜改善点＞ 

 ●訓練参加者が長い列を作り、誘導されていた。長い列で待っている時の苦

痛緩和の対策が必要と思いました。実際に起こった時は、もっと混乱し、

パニック状態になる方もいるのではと思います。体育館床にはりつけたコ

ードが気になりました。何人かの高齢者がコードまで気が回らずコードを

踏んでふらついていたので、転倒に繋がる危険性があると思いました。 

＜感想＞ 

 ●とても良い経験になりました。家族との連絡方法がプライバシーもあると

いうことで、対策で仕方ないのでしょうが、書面での確認は混乱している

中、焦る気持ち等を考えたとき手続きがなかなか面倒と感じました。簡単

にわかる方法はないでしょうか。この訓練が自地区でも実施できればと思

いました。 

 

中島 みゆき（船橋市消防団） 

＜気づいた点＞ 

 ●各関係団体皆さんが協力し合い、住民の方々に落ち着いて分かり易い、丁

寧な対応をされていた。 

 ●実際の居住スペース・段ボールベッド・もっと高さのある壁が欲しいと感

じます。 

 ●トイレの確保→一番大切だと感じました。備えようと思います。 

 ●避難者名簿作成時→公開の有無の厳守 

 ●視覚・聴覚障害の方は黄色いバンダナをつけて、わかりやすいと思います。

又、居住区と通路の境にテープの下にロープを入れて凸凹を付けて配慮さ

れていることに気づきました。 

＜改善点＞ 

 ●備蓄品を配布する時のルール 

 ●プライバシーの確保（トイレ・着替え室・物干し場を男女別にするなど） 

 ●女性や要援護者に配慮した備蓄物質の充実・強化。 

 ●男女別の仮設トイレがあるといいと思いました。 

＜感想＞ 

 ●大規模で実践的な訓練に、想像していましたよりも多くの住民の方が避難

されて来て、訓練意識が高く、真剣に取り組まれている姿が印象でした。

全箇所を見学させていただきましたが、実際に災害が起きた後のイメージ

を感じることができました。要配慮者や女性に対する視点から、壁で区切

られた空間（個室）が落ち着く環境としてあると理想だと思いました。 
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杉澤 杏菜（社会福祉法人 船橋市社会福祉協議会） 

＜気づいた点＞ 

 ●DoCoMo は要請があれば避難所に充電できるブースを設置してくれるらしい

が、蓄電池設備はないため、電源（ガソリン車）がないと使用できないの

は不便に感じた。 

●女性スタッフが少ない？（そもそも危機管理課に女性が少ない？） 

 ●待機場所の椅子同士の間隔が広く、足が悪い方でも車椅子の方でも通りや

すくなるように工夫されていた。点字マットの代わりにロープを使用して

いるのはとてもよく思えたが、割と高さがあったため、足の悪い人はつま

ずいて転んでしまうかもしれない。 

＜改善点＞ 

●壁に貼ってあった説明文や授乳室等の案内表示等が小さすぎる（近くまで 

行かないと見えづらい）ため、もう少し大きく作成した方が良いと思った。 

 ●福祉用具会社の方から「避難所には高齢者が来ることを想定していないた

め、準備（口腔ケアの管理や、配布した水にとろみをつける等）が出来て

いなく避難所で高齢者が亡くなるケースが多い。」という話を聞き、実際に

高齢者や障害者をケアしている介護職の方の意見をもっと取り入れた方が

良いと思った。 

＜感想＞ 

 ●今回たかだか数時間の避難所見学だったが、狭い体育館に多くの人がごっ

た返す環境にストレスを感じた。（暑さのせい？） 

 ●中学生の協力があることは良いと思う。それぞれに役割があることで、実

際に避難所を運営する側になるかもしれないという自覚が生まれるし、防

災・減災を意識し、学ぶことができる。 

 ●職員や関係団体が多いように感じた。もっと少ない人数で行う場合を想定

して、動けるように訓練した方が良いと思う。 

 

 

須藤 成美（船橋市ＰＴＡ連合会） 

＜気づいた点＞ 

●まず現地で感じたのは、ほとんど男性だったということ 

本当に災害が起こった時に、地元に残っている女性や、学生が訓練を受けられ

ないといけないと感じました。 

●とても利用者に対しての配慮が行き届いていました。 

●授乳ブースやおむつ替えスペースなど、入口の向きを含めて、使用しやすい

と思います。授乳ブースにもウェットティッシュがあると助かると思います。 

●スマホの充電コーナーや大行列になると思うので、整理券のようなものがあ

るとケンカや混乱が減るかなと思います。 

●ラジオコーナーなどがあると個人で持ってない人でも、少し情報を得られる

と思います。 
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●コミュニティスペースがあると、おしゃべりしたい人はそこで、静かに過ご

したい人は自分の居住区でと、休みやすいかな。 

 

＜感想＞ 

●たくさんの方が参加をして、実際の体験をしていましたが、やはりもっと運

営側に女性が入るのが理想だと思います。実際、男性が仕事先から自宅など

に戻るまで、守るのは女性なので。それを私どもＰ連でもつないでいけるよ

う、伝え続けたいと思いました。参加させていただき、ありがとうございま

した。 

 

伊藤 正美（一般公募） 

＜気づいた点＞ 

 ●避難所運営訓練の為、準備の段階での話し合いの成果が、かなりスムーズ

に運営されたのではないかと思われます。避難される方も弱者と言われる

方や、ペット等も参加されていて、かなり本格的なものであるが、非常に

良かったと思いました。 

＜改善点＞ 

 ●当事者ではないので、細かい部分は解りませんが、見ている範囲では、ス

ムーズに動いているように思います。 

＜感想＞ 

 ●トイレ、授乳室等どこでも清潔にしなければいけない所が本当に多いと実

感し、消毒液等の必要性を感じました。実際の災害の時、リーダーの確保、

人員の確保等、想定外の事がどれだけ起こるのだろう、と、そらおそろし

い気持ちになりました。細かい問題点はたくさんあるだろうが、ともかく

普段からの心構えが大切と思いました。 

 

平山 優子（災害救援ボランティア推進委員会） 

＜改善点＞ 

 ●女性モニターに全体を説明する人がいれば、もっと理解が深まると思いま

す。 

＜感想＞ 

 ●避難所内の掲示、展示も多く見ることができ、行政の準備やご苦労を感じ

ました。今後、モニターでなくても、地域住民の一人として訓練に参加す

ることにつながれば良いと思いました。 

 

八木 毬衣（職員課保健室） 

＜気付いた点＞ 

●授乳室とおむつ替えコーナーが設けられており、扉の位置が配慮されてい 

た。 

（おむつ替えコーナーは男性も入る可能性もあるので、授乳室の扉とは違う方
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向に設置し授乳中の母親たちを出入り時に見えないように工夫されている） 

●医療ケア待ち合いブースでは、車椅子がとおれるくらいの通路の広さが確 

保されている。 

また医療スタッフが聞き取る際に狭くないような十分なスペースが確保さ

れていた。 

●災害グッズコーナーでは、折りたためるヘルメット（しっかりとしたスポ 

ンジのようなもの素材）や嚥下しやすい保存食の掲示がありました。通常の

ヘルメットだと、使用有効期限があるので、掲示してあったヘルメットのよ

うに簡易的かつ機能性に優れたものは便利だと思った。 

＜改善点＞ 

●簡単な応急手当の方法を見たり、体験できるようなブースもあるとよいと思

った。発災後、避難所には医師や看護師など医療スタッフが到着するよりも、

多くの住民が避難所に押し寄せることが予想されます。擦り傷や打撲など自

分たちでもできるような簡単な処置の場合、住民同士でも行えると医療スタ

ッフも効率的に多くのケガ人のところへ回れると思うので、簡単な応急手当

の方法を体験し学べると実践にも活かせると思いました。 

●簡易トイレに消毒剤があるとよいと思った（多くの住民が数少ないトイレ 

に集中するので感染症の原因になる可能性もある）。利用者が自分たちで除

菌できるように、トイレ掃除の方法や手指消毒方法、感染症のリスクについ

て書かれたポスターが掲示されているとわかりやすいと思った。 

＜感想＞ 

●発災後、多くの住民が避難所に一気に押し寄せ、ケガ人・妊婦・乳幼児・   

高齢者など助けが必要な人も多いなか、駆けつけることができる医療スタッ

フや救援物資には限りもあるため大混乱が予想されます。日が経過するにつ

れて、医療や物資は行き届いていき、物理的環境は少しずつ満たされていき

ますが、避難者の疲れやストレスはたまっていきます。そのような厳しい被

災環境のなか、人と人の助け合いが一番の心の支え・癒しになると思います。

熊本地震で実家が被災したとき、父が仕事に行かねばならず、母はひとり残

され不安の毎日を過ごしていたようですが、母のことを心配してくれる近所

の支えがあり、なんとか乗り切ることができたと母は感謝していました。日

頃の近所同士の付き合いは、大事なものであると改めて実感しました。船橋

市は若い働き世代の方が多く、日中は外出していることがほとんどなので若

い世代の住民同士のつながりが薄いように感じます。すぐには解決できない

問題ではありますが、住民同士が緊急時に助け合いができるように日頃から

交流する機会を増やすことは必要だと感じました。避難所訓練自体に参加す

ることがむずかしくても、参加した住民と情報共有していけるような横のつ

ながりが強い地域になっていけるように今後の保健師活動に今回の経験を

活かしていきたいです。 
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２．防災訓練に対する検討・提案 

防災訓練参加の報告後に、女性モニターとして以下の三つを市に提案した。 

 ・イベント時に防災について啓発活動をする。 

 ・防災訓練のポスター等に自分たちの言葉を乗せ、呼びかける 

 ・若い世代（特に子ども）に防災について発信する 

 

３．テーマの方向性の検討 

東日本大震災の経験から、働く女性がどれほど災害に対して準備等が出来て

いるかを確認するためのチェックシート作成し、それで啓発するのがよいので

はないかという案が出た。 

そこで次回以降、チェックシート作成に向けた検討を行うこととした。 
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１．モニター間でのチェックシート作成に向けた内容検討  

・チェックシートたたき台を作成し、そのたたき台をもとにどういった内容

にするかを検討した。  

 ・そこで出た意見をもとに再度検討を行うこととした。 
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１．モニター間でのチェックシート作成に向けた内容検討  

・第３回会議において出た意見をもとに、チェックシート （案）を作成し、

検討を行った。 

・そこで出た意見をもとに再度検討を行うこととした。 

 

 ２.防災フェアについて  

○展示物  備蓄品の紹介（紙おむつ、おしりふき、哺乳瓶など） 

○掲示物  第４回会議までに確定した検討テーマのチェックシート 

＋昨年度使用したものなど 

○配布物  ①令和元年度に改定した子育て防災手帳 

      ②九都県市・ちょっと待って、一斉帰宅！ 
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１．チェックシートの内容確定 

・前回会議で確定した内容から、一部提案したい事項が平山氏から出たため、

会議にて内容の検討を行った。提案事項について他のモニターから承認を得

られたため、チェックシートの内容を確定した。 

 

２．活動報告書の作成 

活動報告書の完成に向けて、事務局から報告書の内容を昨年度の内容をもと

に説明し、校正を行った。 
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５.モニターが作成したチェックシート 
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【テーマ選定】 

「熊本地震 熊本市女性職員５０の証言集」を手にしたことをきっかけに、働

く女性をとりまく防災対策がなおざりになっていることに気づきました。 

そこで、今回は、モニターとしては初めてとなる「働く女性の防災チェック

シート」を作成し、働く女性に広く発信し、自分と家族を守る行動に繋げてほ

しいと考えました。 

 

 

 

【モニターとしての取組み】 

まず私たちは、東日本大震災当時の自分たちの行動をふりかえり、体験を共

有することからはじめました。当時の私たちは発災直後から「こどもの迎え」

や「家族の安否・自宅の被害が心配」という理由から、周りの危険な状況を確

認もせず、帰宅を開始していたことがわかりました。そこで、チェックシート

のスタートを「一斉帰宅の抑制」と決めました。つぎに、そのためにはどのよ

うな対策が必要なのかを検討し、「あなたの行動フロー」、「一人ひとりの備え」、

「事業所の協力体制」を可視化し、その内容を確認できるチェック覧を加えま

した。最後に、徒歩帰宅時の支援施設である目印ステッカーを載せたのは、日

ごろから防災を身近に感じて欲しいという思いからでした。 

 

 

 

【市への提言】 

１．「働く女性のチェックシート」の継続的な広報と、多様な活用に努めること。   

２．防災女性モニターの周知啓発の促進に努めること。 

３．防災女性モニターをフェーズにあった活用へ変換し、他部局を巻き込んだ

実効制のある体制整備と環境づくり（ネットワーク）に努めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.まとめ 
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滝口 惠子（公益社団法人 千葉県看護協会） 

女性モニターとはどんな役割があるのだろうか。また、「防災の心得」を働く女性とし

てどのようなことを地域に伝達できるのかと興味深く参加させて頂きました。 

実際に九都県市合同防災訓練や防災フェアに参加し、地域の女性が防災危機に対して

どのような参画方法があるか。どのようなことを学べるか等、問いかけて下さる女性も

おり、地域の女性の防災意識・関心の高いことが分かりました。 

モニター活動としては、チェックシートの作成「行動フロー、働く女性の備え」を働

く女性の視点から可視化しました。たくさんの意見交換できたことは学びとなりました。 

この学びを活かし、防災意識がない・必要性を感じない女性にも働きかける取り組み

として、チェックシートをもとに行動訓練の実施や船橋広報の活用で普及活動していく

必要性を感じました。 

さらに事業所を巻き込み歴代の活動を女性モニターの一員として、勤務先や地域に発

信、活動していくことが役割ではないかと思いました。 

 

中島 みゆき（船橋市消防団） 

毎月、女性消防団の定例会で ”防災モニターの活動内容” の報告を受けていました。 

「女性の視点で考えた防災」に、私も学ぶ事ができたら…と思い、今年度参加させて

頂きました。 

今年度のテーマは、働く女性にとっても、自分自身にとってもまさに身近なテーマ。 

多職種で活躍されていらっしゃるモニターの方々の思いや意見、考えを出し合い「働く

女性のチェックシート」を完成できました事は、思いを形にした集大成であると思いま

す。 

モニターに参加して、必ず起こる災害により危機感が増し、備えの大切さを感じまし

た。 

家族での準備・話し合いも進めている所です。 

危機管理課監の防災講話・防災フェアの浅野氏の講演は、印象に残っています。 

内容の濃い、貴重な活動経験をさせて頂きました事に感謝致します。 

どうもありがとうございました。 

 

花島 京子（船橋市赤十字奉仕団） 

 昨年より引き続き、今年度も「防災女性モニター」に参加させていただきました。防

災・減災に多くの市民の皆様や特に若い世代や子育ての方に関心を持ってもらいたいと

の提案により、今回は『一斉帰宅ちょっとまって!!』とテーマに決まりました。 

 働く女性の備えとし、家と家族を守る準備、あなた自身を守る準備、職場にとどまる

準備、自力で徒歩帰宅する準備等、自分自身の行動を改めて考えてもらうよう帰宅困難

者対策として、働く女性と事業所に向けたチェックシートを作成いたしました。 

 今年、船橋市では、九都県市合同防災訓練が高瀬町運動公園で行われました。市立船

７．メンバー感想 

７.メンバー感想 
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橋中学校での避難所運営訓練へ参加、また防災フェアふなばしでは、モニターブースに

沢山の方に立ち寄って頂き、活動内容を伝える事ができました。 

 いつ起こるかわからない災害に対して今後の対応を考える機会をモニターの皆様と活

動できたことに感謝いたします。どうもありがとうございました。 

 

杉澤 杏菜（社会福祉法人 船橋市社会福祉協議会） 

1 年間防災女性モニターとして活動させていただき、ありがとうございました。 

阪神淡路大震災や東日本大震災など私たちは多くの災害を経験してきたのにも関わら

ず、まだどこか他人事のようにとらえているのが現状ではないでしょうか。 

 また、家に最低限の備蓄等をしていても、外出中や仕事中の防災意識を持っていない

人も多くいると思います。私自身がそうでした。 

ですが今回、防災女性モニターとして活動するうちに、発災時の家族との連絡方法、

避難場所、情報収集の方法などを相談しておくこと、いつどんな時に災害が起こっても

混乱しないような心構えをしておくことなど、平時からの準備と意識づけがいかに大切

かがわかった気がします。 

災害を恐れない社会にしていけるよう、多くの人にこの大切さを伝えていけたら私が

防災女性モニターになった意義があるのではないかと考えています。 

 

須藤 成美（船橋市ＰＴＡ連合会） 

 今回初めて防災女性モニターに参加させていただきました。今年度は実際秋に台風や

豪雨の被害午後にはあったりと、更に防災に対しての意識を高めることのできる一年で

した。防災講話が初回にあったこともとても良かったです。防災意識、知識を深めるき

っかけをいただきました。夏に参加した防災訓練も、普段は出来ないような避難所運営

を見せていただき、たくさんの気付きがありました。実際に手にしたり、見たりするこ

とで本当の災害時に役立てる事ができると思いました。私たち PTA は誰もが子を持つ親

です。子どもたちのために何が出来るのか、常に考えています。今回学んだこと、感じ

たことを一人でも多くの人に伝え、そしていつくるか分からない災害時に備え、今後も

学び続けたいと思います。最後に、一年間共に活動してきた防災女性モニターの皆様、

船橋市危機管理課の皆様に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

伊藤 正美（一般公募） 

昨年と今年度の１年休みを入れて、２年やらせていただきました。働く女性、共稼ぎ

親の多い昨今、いつ起こるか解らない災害に対し、少しでも意識を持って日々生活する

ことは本当に大切なことと改めて思い知った１年でした。災害は地震だけではなく、昨

今は大きな台風に千葉県も見舞われ、船橋に住んで４０年始めて台風に対し恐怖を覚え

ました。高波による大きな被害が起こる危機もあったと聞いています。 

 また、私の住む地区はもともと漁師町で、古くからの住民も多く、祭りも盛んで近所

付き合いも濃い方と思いますが、最近はマンションや新しい住宅も増え、隣の顔が見え

ない家も増えました。近所のつながり、横のつながりも防災には大切です。なかなか難

しいですが、日頃の備えの大切さをこれからもできるだけ告知していきたいと思います。 
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平山 優子（災害救援ボランティア推進委員会） 

今回、働く女性のチェックシートを作成し、自分ごととして考えました。職場の体制

に不安を感じています。現在、私は非正規職員です。職場には 4,000 人近い非正規職員

が働いておりその多くは女性。災害が発生すると、正規職員は災害対応と来客の安全を

守る職種です。現状として、職場から非正規職員へ災害時の行動等について事前周知は

ありません。雇用形態にかかわらず、すべての従業員への安全・人権を守る最低限の体

制（訓練への参加、初動行動の周知、職員の安否確認、等）整備を強く望んでいます。 

 

八木 毬衣（市職員【保健師】） 

今年度は「働く女性」に、主に視点を置き、安全のため職場からすぐに一斉帰宅をす

るのではなく職場にとどまることの必要性やとどまるための準備についてチェックシー

トにまとめることができました。子育て、介護、仕事などそれぞれのライフスタイルを

踏まえ、日頃から備えること、家族と発災時のルール作りをすること、近所同士でコミ

ュニケーションを日頃からとることが大切であると改めて感じました。このチェックシ

ートが働く女性のみならず、その家族や職場や地域にも防災意識が高まるような資源と

して活用されることを期待します。 

女性モニターでの経験を今後の保健師活動のなかで活かし、地域住民同士の助け合いの

輪を広げられるように継続して防災について取り組んでいきたいと思います。１年とい

う短い期間ではありますが、女性モニターとして活動できたことに感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 23 - 

 

船橋市防災女性モニター設置要綱 

(設置) 

第１条 市の防災対策について「女性の視点」で検討を行うため、船橋市防災女性モニタ

ー(以下「モニター」という。)を置く。 

 

(定数) 

第２条 モニターの定数は、１０人程度とする。 

 

(資格及び委嘱) 

第３条 モニターは、年齢１８歳以上の女性で、次の各号に掲げる者で、市長が委嘱する。 

（１）船橋市防災会議委員のうち女性が委員に任命されている団体から推薦された者 

（２）本市に在住する者で、船橋市ＰＴＡ連合会から推薦された者 

（３）本市に在住・在勤・在学する者で、防災や減災に関心があり、家庭や地域等で防災

や減災に関する取り組みを行っている者 

（４）防災に関する知識を有する者 

（５）船橋市職員のうち被災地の自治体に派遣された者 

（６）その他市長が必要と認めた者 

 

(任期) 

第４条 モニターの任期は、委嘱を受けた年度末までとする。 

２ モニターは、再任することができる。 

 

(職務) 

第５条 モニターの職務は、次に掲げるとおりとする。 

(１) 防災や減災に係る意見の発表及び報告書の提出に関すること。 

(２) モニター会議への参加に関すること。 

(３) 市が指定する防災訓練及び防災に関するイベントへの参加に関すること。 

(４) その他防災や減災に関すること。 

 

(報償) 

第６条 前条に規定する職務を遂行したモニターには、予算の範囲内で記念品を進呈する。 

附 則 

この要綱は、平成２６年６月１６日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２８年７月 ８日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２９年４月 ７日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成３１年４月 １日から施行する。 

８.参考資料 
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令和元年度 船橋市防災女性モニター実施計画 

  

１．目的 

東日本大震災では、避難所等において女性特有のニーズやプライバシーに配慮し

た運営が十分になされていないことなど、「女性の視点」から様々な課題が浮き彫り

になったことから、防災や減災に関して、女性の意見や要望等を市の防災計画や対

策等に活かしていくことを目的とする。 

  

 ２．選出方法等 

モニターは、「女性の視点」で防災や減災について幅広く検討を行い、市の防災計

画や対策等に活かしていくことから、「船橋市防災女性モニター設置要綱（以下要綱）」

第３条の資格のある者の中から、要綱第２条に規定する定数の範囲内で市長が選出

する。 

また、要綱第３条第３号に規定された者については、広報紙、市ホームページ等

を通じて公募し、応募者の中から選考のうえ決定する。 

 

３．モニターの委嘱期間 

    委嘱した日から令和２年３月３１日までとする。 

    ただし、モニターは再任することができる。 

 

 ４．モニターの職務 

 (１)モニター会議への参加 

  モニター会議は、年間５回程度開催する。開催日時は、原則として、平日の

市役所の開庁時間帯又は夜間とし、会議時間は２時間程度とする。開催場所は、

原則として市役所とする。ただし、モニターの合意があれば、開催日時及び会

議時間を変更することができる。 

モニター会議のうち１回は防災に関する有識者による基調講演を実施する。 

会議で検討するテーマや会議の進め方等については、モニターが協議してこ

れを決定し、市はそれを支援する。 

(２)市が指定する防災訓練及び防災に関するイベントへの参加 

  モニターは、会議のほか、市の防災対策等について理解を深めるため「九都

県市合同防災訓練（９月１日ほか実施予定）」及び「防災フェア（２月１日開催

予定）」、「防災スタンプラリー（３月開催予定）」に参加する。 

(３)防災に関する報告書の提出 

  モニターは、会議等で検討した内容を報告書※にまとめ、令和２年３月３１

日までに市長に提出する。 

  ※市長報告会（意見交換会）を令和２年３月に開催予定 

(４)その他、防災や減災に関すること 

 

５．モニターの禁止行為 

   モニターは、以下に該当する行為又はその恐れのある行為を行ってはならないも

のとする。 

(１)公序良俗に反する行為 

(２)法律、条例又はその他の法令に反する行為 

(３)本市、他のモニター又は第三者の著作権を侵害する行為 

(４)他のモニター又は第三者を誹謗、中傷する行為 

(５)本制度の運営を妨害する行為 

(６)その他、市長が不適当と判断する行為 

 

６．モニターの解職 

モニターが次のいずれかに該当したときは、委嘱を解くものとする。この場合に
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おいては、解職の通知は行わない。 

また、モニターは、下記の(１)又は(２)の事由が生じたときには、速やかにその

旨を届け出るものとする。 

(１)要綱第３条第２号及び第３号の規定に基づき選出された者が、市外に転出した

とき。 

(２)要綱第５条に規定する職務の遂行が困難となったとき。 

(３)モニターが自己の都合で辞任を申し出たとき。 

(４)上記に規定する禁止行為を行ったとき。 

 

 ７．募集方法（一般公募） 

    募集は、広報紙、市のホームページに募集記事を掲載するほか、船橋駅前総合窓

口センター、各出張所・公民館・図書館、市役所危機管理課に募集案内（応募用紙

を含む）を備えて周知を図る。 

 

 ８．応募方法（一般公募） 

    応募用紙に必要事項を記入のうえ、令和元年５月１５日（水）から５月３１日（金）

までの間に、市役所９階危機管理課に持参するか、ファックス、郵送、電子メール

にて応募するものとする。 

    応募用紙は、市のホームページからダウンロードできるほか、船橋駅前総合窓口

センター、各出張所・公民館・図書館、市役所危機管理課にて募集案内とともに配

布する。 

    また、一般応募の選考結果については、応募者に文書により通知する。 

 

９．個人情報の取り扱い 

モニター事業に係る個人情報は適正に管理し、本事業に係る事務にのみ使用する。 

   

１０．検討結果の公表 

   市民に対して積極的に情報公開を行うため、会議の様子や報告書の内容を市ホー

ムページや広報紙等で公表する。 

 

１１．報償 

   職務を遂行したモニターには記念品を市長報告会後に進呈する。 
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事務局：船橋市市長公室危機管理課  


